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研究成果の概要： 

  日本語と英語は、しばしば対照的な性質を持った言語であるように考えられがちである。

しかしながら、言語類型論という言語のタイプ分けの観点から、その音、文法、意味などを研

究すると、日英語間にかなりはっきりした差異が観察される場合もあれば、深い点で共通性が

見られる場合もある。また、言語の中には様々な傾向が混在している場合があり、日本語の中

に特定の場合に英語と共通する面が見られたり、英語の中にも日本語と共通する点が見られた

りする。 
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１．研究開始当初の背景 

 類型という概念は、日英語の比較研究に

おいて、また言語研究一般において重要な

概念である。それは、言語がいくつかの限

られた類型にまとめられるということ自体

が、言語の性質を理解する上で重要な現象

であることのほか、英語・日本語などの個

別言語の性質が、そのような類型の中に位

置づけられることによってより明確に浮き

彫りになるからである。 

 この研究は、このような類型論的な研究

を踏まえて、それぞれの分野における日英
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語の比較の問題に取り組むものである。 

 

２．研究の目的 

 取り組む課題には以下のものがある。まず、

A)各分野において提案されている類型の妥

当性の検討である。言語の類型化は、現在、

様々な分野にわたって、言語の諸側面につい

て試みられている。それぞれの分野で提案さ

れている類型論を精密化し、その中で英語と

日本語の性質を考察する。考察を行う分野は

a)音韻論、b)統語論、c)意味論、d)談話（語

用論）である。さらに、B)類型という現象の

性質の解明も考察する。 

 

３．研究の方法 

 この研究は、分野と理論的背景を異にする

5 人が合同で行うものである。分担は以下の

通りである。音韻論：窪薗、形式的統語論：

岸本、機能的統語論：パルデシ、意味論：松

本、パルデシ、談話（語用論）：西光 

 この 5人は、分野が異なるとともに、最適

性理論、生成文法、認知言語学など、理論的

背景や研究手法においても異なる面がある。

それでいながら、これまでも日英語に関して

類型という視点をもって研究を行ってきた

という共通点があり、また、異なるアプロー

チの重要性を互いに認識している。 

 研究の手法としては、内省、コーパス、実

験の三つを多角的に用いて研究を進める。 

 

４．研究成果 

A. 各分野の言語類型論と日英語：概略 

 まず、課題 Aの、各分野における言語類型

論と日英語の性質について、以下の点を明ら

かにすることができた。 

a)音韻論：日本語の音韻構造にどのような非

対称性が見られるか、また他の言語（英語、

韓国語、ルーマニア語等）の非対称性現象と

の間にどのような異同が見られるか考察し

た。その結果、二重母音と考えられている

[ai]と[au]の間に有標性の違いが見られ、そ

の違いが諸言語に共通していることが明ら

かになった。また、日本語の中における類型

という立場から、日本語二型アクセント方言

（鹿児島方言、甑島方言、長崎方言）のアク

セント調査を行い、そこから得られたデータ

をもとに、モーラと音節の類型について考察

を行った。その結果、モーラと音節は二者択

一的な韻律特徴ではなく、「モーラが音節よ

り有標性が高い」、よって「特定言語におい

てはモーラは音節を前提にして存在する」と

いう仮説が得られた。これらの成果は、国内

学会の講演や、海外で出版された文献の中で

発表されている。 

b)形式的統語論：主に統語的な移動（例えば

主要部移動）により生成される単位と形態的

な要請により生成される要素との違いにつ

いて研究を行った。その結果，少なくとも日

本語のような膠着言語では，英語などの言語

と異なり、形態的な特徴と統語的な移動を結

びつけるような必然性がないことを明らか

にできた。この他、日本語と英語の文法につ

いて、普遍文法理論との兼ね合いの中で多く

の論文を、国際学会誌に発表している。 

c) 機能的統語論：飲食動詞について、アジ

アの諸言語における用法（文法的用法を含

む）を日本語、英語との比較において行い、

その普遍性と個別性を明らかにした。この成

果は海外で出版された文献で発表されてい

る。 

d) 意味論：意味論に関しては、移動表現の

類型論と、その中における日英語の位置につ

いて考察した。従来の動詞枠づけ言語対付随

要素枠づけ言語という対立から、新たに経路

主要部表示型対経路非主要部表示型という

対立に捉え直し、さらに、移動のみならず、

使役移動、視覚的放射などの異なる経路表現

において一つの言語内での類型の分裂現象

が見られることを明らかにした（詳しくは以

下を参照）。この内容は国際学会での招待講

演などで発表されている。その全体像に関し

てはモノグラフを準備中である。 

 また、「前」「後」のような空間概念の＜

以前＞＜以降＞のような時間概念へ拡張に

おける言語間に見られる普遍性と個別性を、

マラーティー語、日本語、英語などの対照研

究を通じて明らかにした。特に、非直示的な

状況では、日本語と英語が同じパタンを示し、

マラーティー語が正反対の拡張パタンを示

すことが明らかになった。これについても、

国際学会で発表されている。 

e)談話：談話の構成と関わるいくつかのトピ



 

 

ックを扱ってきた。その一つは、他動性の表

現についての考察である。英語、日本語の他、

アジアのいくつかの言語の比較研究から、言

語表現において他動詞を用いるかどうかに

は、コンテクストにおける責任とコントロー

ルの認識がどのように行われているかが重

要であるという結果が得られている。その

成果をまとめたものとして、現在モノグラ

フを準備中である。 

 

各分野における研究の例：移動表現の類型論 

 以下では、意味的類型論における移動表現

に焦点を当てて、より詳しく成果を紹介する。 

 今までの移動表現の類型論として有名で

あったのは、タルミーによる、動詞枠づけ言

語対付随要素枠づけ言語という対立である。

前者は方向などの経路の特性を動詞によっ

て表現する言語で、日本語はこのタイプに属

するとされる。後者は、経路の特性を、動詞

に付随する要素（たとえば動詞接辞や不変化

詞）によって表現するというものである。 
 この対立にはいくつかの問題がある。タル

ミーが「動詞枠付け言語」という用語を使う

とき、動詞とは、主動詞を指して言っている。

また、付随要素という用語にも疑問があり、

英語において、経路の特性は前置詞によって

も表されるが、これは付随要素に含まれない。

この二つの問題を解決するためには、対立を、

経路が表されるのが、文の主要部か、主要部

以外か、という観点で理解するのがよい。 

この類型論は主に移動物が主語になる自

律移動表現に関して議論されてきた。しかし、

移動は移動構文のみで表現されるわけでは

ない。(1)では、使役者が移動を引き起こす

ことが表されている。このような出来事を使

役移動と呼ぶ。 

(1) Susan threw a stone into the box. 

また、(2)では、抽象的な移動物が動いてい

るように感じられる。その移動物とは、目か

ら出る視線である。これらの文が表している

出来事を視覚的放射と呼ぶ。 

(2) Jack looked into the drawer. 

タルミーの類型論は、使役移動や視覚的放射

のケースにも当てはまるはずである。実際、

英語では、(1)(2)に示したように、移動の場

合と同じように、不変化詞や前置詞で経路の

特性が示されており、基本的に移動の場合と

同じ表現パタンが取られている。 

 ところが、すべての言語で、使役移動、視

覚的放射の表現が、移動と同じ表現パタンで

表されるわけではない。今回の移動事象に関

する言語類型のプロジェクトでは、移動の言

語表現において主要部表示型の表現を好む

言語においても、使役移動では非主要部表示

型を多用する場合が多いこと、さらには視覚

的放射の場合はほぼ完全に非主要部表示型

へ移行する場合があることが明らかになっ

ている。一方、非主要部表示型を基本とする

言語では、どのような場合にも一貫して非主

要部表示型を選ぶ傾向がある。英語はこのパ

タンである。 

 日本語は、自律移動、使役移動、視覚的放

射で、主要部表示型から非主要部表示型へと

移行するタイプとして位置づけられる。まず

は使役移動では、英語で(1)のように表され

る出来事は、日本語では(3)のように言い表

される。 

(3) 石を箱の中に投げ込んだ。 

(3)では、経路が「〜の中に」という、主要

部以外の要素によっても表されているが、複

合動詞の後項の「込む」も経路の特性を表し

ている。 

 しかし、使役移動のすべての場合に、経路

の特性が複合動詞後項で表されるとは限ら

ない。たとえば、線的な領域を横切るように

物体を移動させる場合である。移動の場合な

ら、そのような経路上の移動を「渡る」とい

う動詞で表すことができ、この動詞を主要部

に用いて(4)のように表現することができる。 

(4) 道路を走って渡った。 

ところが、使役によってそのような移動を起

こすことを表す場合は、適当な使役移動動詞

が見つからない。(5)のようにしか表現でき

ないのである。これは、経路を非主要部で表

す、英語型の文である。 

(5) 道路の向こう側に石を投げた。 

 視覚的放射の表現においては、さらにそれ

が顕著である。先の(2)で表したような出来

事は、日本語では(6)のような文によって表

現される。 

(6) 引き出しの中を見た。 



 

 

(6)では、＜内側へ＞という経路は動詞では

表現されておらず、「〜の中に」という非主

要部の要素のみで表されている。これは、英

語と似たパタンである。＜中を見る＞という

意味の「*見込む」という動詞は存在しない。 

 このように、日本語では、自律移動、使役

移動、視覚的放射の順で、経路主要部表示型

から、非主要部表示型へと移行する傾向が見

られる。同じ傾向は、マラーティー語、イタ

リア語など数多くの言語で見られる。さらに、

ここでは詳しく述べる余裕がないが、同じ使

役移動においても、使役者が移動物と一緒に

移動する随伴移動と、使役者が瞬時に移動物

の移動を引き起こす弾道使役移動では、後者

の方が非主要部表示型へ移行しやすいこと

も分かっている。 

 これは、言語の類型というものが、より複

雑なものであり、一つの言語の中でも類型の

分裂が起こっていることを示している。また、

その分裂にも通言語的な傾向があることも

示している。 

  

B: 類型の性質について 

 最後に、B)の類型の性質について述べる。

各分野での類型について、共通点と差異が明

らかになった。形式的統語論で明らかになる

ような言語間のパラメターにおいては、二つ

の言語の差異がはっきりとした対立によっ

て定式化される。その一方、先の移動表現で

見たような意味的な類型論においては、一つ

の言語の中にも複数のパタンが混在してお

り、類型は傾向の形で議論される。音韻的な

類型論においても、一つの言語の中での方言

差のような言語内の差が観察される。このよ

うに、言語のモジュールごとに、類型のあり

方も異なる。 

 

最後に 

 以上のような研究は、以下の一覧で示すよ

うに、多くの国際的な場で発表されている。

また、今回の 4年の研究期間中、計 4回にわ

たって海外からの研究協力者を交えての研

究会を開いた。特に、最終年度には、Kobe 

Conference on Language Typologyを開いて、

成果を発表し合った。今回の研究プロジェク

トの主要部を閉める移動動詞と多動性に関

するモノグラフはまだ完成していないが、く

ろしお出版から刊行の予定である。これらの

出版により日本国内でさらに成果を知って

もらえることになる。 
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〔図書〕（計 1件） 

①窪薗晴夫  2008.  Asymmetries in 

Phonology  東京：くろしお出版 （195

ページ） 

 

 

〔その他〕 

移動表現の類型に関する文献目録 

http://www.lit.kobe-u.ac.jp/~yomatsum/r

esources/motionbiblio.html 

 

Kobe Conference on Language Typology 

http://www.lit.kobe-u.ac.jp/linguistics

/kobeconf.html 
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